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間 

　
勝
山
駅
前
広
場
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
、

交
通
事
業
者
や
各
種
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
勝
山
駅
周
辺
整
備
連
絡
協
議
会

に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
勝
山
駅
前
に
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備
し
て
、
交
通
結
節

点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
、
合
わ
せ
て
勝
山
市
の
鉄
道
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
魅
力
的
な
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 都

市
政
策
課（
1
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‐
8
1
0
8
） 
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勝
山
駅
前
整
備
計
画
の
原
案
に
つ
い
て

は
、
平
成
１８
年
3
月
に
勝
山
駅
前
広
場
等
検

討
委
員
会
に
お
い
て
整
備
構
想
が
ま
と
め
ら

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
福
井
県
へ
の
要
望
活

動
や
市
民
へ
の
公
表
、
地
元
説
明
会
な
ど
、

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
か
ら
は
、
福
井
県
に
よ
り
ロ

ー
タ
リ
ー
部
の
事
業
が
着
手
さ
れ
、
平
成
２１

年
度
に
お
い
て
は
、
地
権
者
の
か
た
が
た
の

ご
協
力
に
よ
り
用
地
補
償
契
約
が
全
て
完
了

し
ま
し
た
。
平
成
２２
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ

工
事
に
着
手
し
、
3
か
年
で
完
成
す
る
予
定

で
す
。

整
備
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８
年

の
整
備
構
想
を
基
本
に
詳
細
設
計
を
行
い
、

勝
山
駅
周
辺
整
備
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

※
た
だ
し
、
国
の
補
助
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
県
と
市
が
現
在
採
択
を
受
け
て
い
る

補
助
制
度
も
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す

平
成
２２
年
度
工
事
着
手

平
成
２４
年
度
完
成
予
定

駅
前
広
場
に
日
本
最
古
の

電
気
機
関
車
と
貨
車
を
展
示

勝
山
市
が
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
か
ら
譲
り
受

け
る
予
定
の
電
気
機
関
車
テ
キ
6
と
貨
車
ト

６８
を
、
勝
山
駅
前
広
場
に
動
く
状
態
で
展
示

し
ま
す
。
テ
キ
6
は
貨
車
を
牽
引
し
、
奥
越

地
域
に
多
く
の
物
資
を
輸
送
し
て
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

動
態
可
能
な
電
気
機
関
車
と
し
て
は
、
日

本
最
古
の
も
の
で
貴
重
な
産
業
遺
産
で
す
。

広
場
整
備
に
合
わ
せ
て

勝
山
駅
舎
の
改
修
も
国
に
要
望

広
場
整
備
に
合
わ
せ
て
、
駅
舎
の
改
修
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
勝
山
駅
舎
は
大
正
3
年
に
建
て
ら
れ
、
こ

れ
ま
で
補
修
さ
れ
な
が
ら
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
耐
震
改
修
や
大
規
模
な
修
繕

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
建
物
の
外
観
を
建

設
当
時
の
形
態
に
復
元
し
、
建
物
内
部
に
は
、

現
在
駅
舎
の
前
に
あ
る
ト
イ
レ
を
駅
舎
の
中

に
取
り
込
む
こ
と
や
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
（
旧

京
福
電
鉄
）
の
歴
史
を
物
語
る
物
品
な
ど
を

展
示
す
る
電
車
資
料
ス
ペ
ー
ス
を
駅
舎
内
に

設
け
、
テ
キ
6
の
展
示
と
合
わ
せ
て
、
電
車

博
物
館
的
な
駅
空
間
と
し
て
の
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

今
後
、
平
成
２２
年
度
に
お
い
て
国
の
採
択

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（上）バス乗り場付近から見た休憩施設とテキ6
（右）目線の高さから見た勝山駅前広場

勝山駅前広場の整備目的
勝山駅前にはこれまでなかったロータリーを整備し、交通結節点としての

機能強化を図り、合わせて勝山市の鉄道玄関口にふさわしい魅力的な環境整
備を目的とします。

勝山駅周辺整備のテーマ
「歴史・文化の趣をとどめる“かつやまロマン”」
北陸初の電気鉄道（大正3年　京都電灯）、往時の姿を残す勝山駅舎（国

の登録有形文化財）、当時の生活感やノスタルジーを感じる、大正ロマンの
趣が漂う電車博物館的な駅空間づくり。

整備概要
・広場面積2450㎡（内ロータリー部分　１450㎡）
・バス乗り場3か所
・タクシー乗り場１か所（客待ちプール2台）
・一般車用スペース3台（迎え用車の駐車スペースは駅西側に確保）
・休憩施設と鉄道モニュメント（電気機関車テキ6と貨車ト68）設置
・ロータリー部分に無散水融雪設備を設置（隣接する工場の温排水活用）
・景観に配慮し無電柱化を実施

総事業費
国の補助金を利用し、県と市の事業費を合わせて、約5億円
県事業費2億8,000万円、市事業費2億2,000万円
（駅西側の公園整備や駅舎改修も見込んでいます）

（上）動態展示されるテキ6
（下）テキ6の展示施設と休憩スペース

建築当初の趣を残す勝山駅舎


